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原 著
家族 の ケ アカを高め る看護援助 に関する研究
佐 藤 紀 子 (千葉大学看護学部)
本研究 の 目的は , 家族 が 育児や介護を成 し遂げて い くた め に発揮す る力すなわち｢ 家族の ケ ア カ｣ の 高まりを明 らか に し,
家族 の ケ アカを高 め る 看護援助を検討す る こ と で ある ｡
育児に取り組 む家族 1世帯と介護 に取り組 む家族 2世帯を分析対象と し, 筆者自 ら保健師 の 立場 で行 っ た援 助過程 にお け
る家族貞 の 言動お よ び筆者の 保健師と して の 言動とそれ に伴う認識を デ ー タ と した ｡ 家族貞 の 言動 か ら ケ ア カに 関連す る認
識と行動を抽出 し, そ の 発 展的変化か ら ｢ 家族の ケ アカ の 高まり｣ を明 らか に した ｡ そ して そ れ に影響を及ぼ した 看護援助
との 関連を調 べ , 家族 の ケア カを高め る看護援助を検討した ｡ その 結泉 家族 の ケ ア カは ｢ 健康生活を維持 ･ 獲 得 して い く
力｣, ｢ 児･ 要 介護者の 健康問題 に対処 して い く 力｣, ｢ 家族員間の協力関係を築 い て い く 力｣, ｢ 外部資源を活用 して い く 力｣
の 4 項目 に整理 さ れ, こ れ らは 関連性 と循環性をもっ て高 め られ て い た ｡ 家族 の ケ ア カを高め る 看護援助 は, 以下 が 重要と
考え られ た ｡
1
. ケア カを発揮す る基 と な る家族員 の 認識を深 め る｡ つ ま り. 家族員が 家族 の 健康生活 や健康問題 に対す る関心 や理解を
深め た り, それ に対応 して い こ うと する 意欲や責任感を高 め た りす る援助で ある ｡
2 . 家族員 の 対処行動を維持 ･ 促進する ｡ つ まり, 家族員 が健康生活 の 椎持 ･ 獲得や ケ ア を必要 とす る家族員 の 健康問題 の
改善 ･ 解決 に向けて好ま しい 行動 や必要 に応 じた 工 夫, 自信 をも っ て 対処で き る よう促 し, 継続を支える援助 である ｡
3 . 家 族貞の ケ ア カが 発揮 できる状況を整え るo - つ は , 家族員 が協力 しあえ る家族 である こと を実感す る こ と で, 自 己の
対 処意欲や家族内他者を尊重 した行動をもた らす よう家族内の 関係性を整え る援助で ある ｡ もう 一 つ は , 家族員 が外部
資源の 活用を とお して周囲からの支えを実感し, 安心す る こ と で 自己の 力が 発揮 でき る よう支援体制を整え る援助 であ
る ｡
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Ⅰ. はじめに
育児や介護は , 本来家族に備わ っ て い る機能で あり
1)
,
日 々 の家族生活の営み の なかで取り組まれて い る ｡ しか
し, 家族によ っ て は , そ れ が ス ト レ ス となり , 破綻 にま
で陥る ことがあると い われ て い る2)｡
地域 を基盤に看護活動を展開して い る保健師は, 公
衆衛生看護の 理念に基づき, 家族に健康問題が生 じる こ
と, も しくは生じた健康問題によ っ て家族が危機的状態
に陥る ことを未然に防ぐこ とを目的と して援助を行 っ て
い る
3 )
｡ 援助にあた っ て は , 従来から家庭生活の なか に
深く入り込み , 家族が自ら の力 で問題を切り開き, 持て
る力や資源を最大限活用して課題や 問題を乗り越えて い
けるように , その 過程を支えて い る｡ こ の ような特徴を
もつ 看護援助は , そ の 一 方で , 淡 々 と した生 活の なか で
の家族の小さな変化を見出しなが ら, 援助を展開して い
く こ ととなり, しかも家族と いう複雑な現象のをか で援
助との 関連はみえにく い 状況にある｡ その ため , こ うし
た予防意義の高い援助効果を明らかにする ことは重要と
考える｡ しかし, こ の ような観点から家族に焦点をあて
て援助効果を明らか にした報告は, 見 い だせ なか っ た ｡
ま た , 育児や介護に関する研究か らは , 負担感 4 )
- 5 )
,
介護体験 6), 母親 の心理7 ト 8 )な ど主に家族の なか で ケ
アを提供 して い る特定の 家族員の 内面を明らか にしよう
とするもの や, 母子相互作用9 )
-IO)
や要介護者と介護者
とい っ た ケ ア の 受け手と担い手と いう関係性に焦点を当
て たもの 11ト12) が多く , 家族全体性 へ の 関わりに焦点を
あて た研究はわずか であ っ た13)｡
そ こ で , 本研究で は,･ 家族が 日常生活の営み の なか で
行う育児や介護をどの ように成 し遂げて いく の かを ｢家
族の ケ アカ｣ と い う観点か ら捉え, そ の ケラカの 高ま ,り
を看護援助との 関連の なかで 明らかに しようと考えた｡
Ⅱ. 目 的
家族が日常生 活の 営み のなかで行う育児や介護を家族
によるケアと捉え, 家族が育児や介護を成 し遂げて い く
ため に発揮する力すなわち ｢家族の ケ アカ｣ の 高まりを
明らかに し, 家族の ケ アカを高める看護援助を検討する
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こ とを目的とする｡
Ⅲ. 用語の定義
【家族の ケアカの高まり】
家族が育児や介護を成し遂げて いく過程にお い て , そ
の構成家族員が , 自己もしくは家族内他者の健康およ び
安寧の保持追求の ため に発揮する力が高ま っ て い く発展
的変化の様相 , お よ びそ の影響による家族員間の 関係性
の発展的変化の 様相｡
Ⅳ . 研究方法
1 . 対象事例
育児もしくは介護を行 っ て い る家族で , 筆者が 一 定期
間保健師の立場で家庭訪問を中心と した援助を実施で き
た 3家族を分析対象事例と した｡ 事例 の概要および筆者
の 援助状況は表1 に示すとおりで ある ｡
表 1 分析対象事例の 概要
A家族 B家族 C家族
本人の
状況
3 歳 , 男 児 , 軽 度 90歳代前半, 女性 , 8 0歳代後半. 女性 ,
の 言葉の 遅れ
,
難聴 , 狭 心 症 , 高 パ ー キ ン ソ ン 病 ,
ア トピ ー 性皮膚炎 血圧. 要介護 2 要介護 2
家族 の
状 況
母 親 :3 0歳 代 (糖 隣 に姪家族 が居住 次 男 の 妻 :50歳 代
尿病), 父親 :40歳 姪 :5 0歳代 (圭 介 (圭介 護者), 次男 :
代 (農 業), 祖母 : 護者 , 高血圧), 痩 50 歳 代(会社 員),
7 0歳 代 ( 農 業, 高 の 夫 :5 0歳 代 (公 孫娘 2 人 (社会 人.
血圧), 祖父 :70歳 務貞), 姪
■
の 息子 4 大学生)
代 (農業) 人 ( 社 会 人, 大 学
生 2人, 中学生)
援助 開始
の 契機
1歳 半健 康 診査 で 保健 師 に よ る 独 居 本 人と の 同 居 に あ
経過観察 高齢 者 - の 状況 確 た り, 家 族 より 相
FE]ロ.L､ 読
これ まで 乳幼 児 フ ォ ロ ー 教 地域推進員の 派遣, デ イサ
ー ビス
, ホ -
の
援 助内容
塞
,
保 健 師 の 家庭
訪問
保健師の 家庭訪問 ム ヘ ル パ ー 派遣
筆者の H 14. 7 - H 14, 8 - H 14. 6 -
援 助状 況 H 15. 3 (11回)･H 15. 3 (9 回) H 15. 3 (9 回)
2 . デ ー タ収集方法
筆者が保健師の立場で , 7 - 9 ケ月間継続 して家庭訪
問およ び対象家族が利用 して い るサ ー ビス に参加 し, 揺
助 を行 っ た ｡ そ の 相互作用の なか で捉えた家族員の 言
動, お よ び筆者の 保健師と し て の 言動と認識をデ ー タ
と した ｡ 録音 テ ー プ は , 援助そ の もの に影響すると考
え使用せず, 援助終了後, 早期に援助場面を想起し記述
した ｡ 援助は , 家族の ケ アカを高める こと を意識しなが
ら , 対象家族の ニ ー ズ に応 じて行 っ た ｡
3 . 分析方法
1) 家族の ケ アカ の高まりを明らか にする手順
収集 した デ ー タ か ら作成した援助経過記録をもと に,
家族 の ケ ア カを高め る こ と を意図して 筆者が関わ っ た
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場面を抽出 した ｡ そ し て 場面ごと に家族員の 言動か ら
ケアカに関連する家族員の 認識と行動を抽出した ｡ それ
らを家族員別に整理 し, 時間経過にそ っ て並 べ , 発展的
変化を調 べ た ｡ そ れ らを家族全体と して どの ようなケア
カを高めた の かと い う観点から, 項目を立て て 分類整理
した ｡ 家族ごとに分析 した結果を全家族で 統合し集約し
た ｡
2) 家族の ケ アカの 高まりに影響を及ぼ した看護援助を
明らか にする手順
家族の ケ アカの 高まり ごとに抽出した場面に戻り, 時
間経過にそ っ て , 実施 した援助行為と家族員の 認識およ
び行動との相互作用の状況を調 べ た ｡ そ し て , 家族員の
認識や行動に影響を及 ぼ したと考えられる授助行為を,
家族員の認識お よび行動の 大分類ごと に整理 し, そ の 内
容を統合 ･ 整理 した ｡
3) 家族の ケ アカ の高まりと援助の 関連の検討
家族の ケ アカ の 高まりに影響を及ぼ した看護援助が ,
家族 の ケアカの高まりの 経過にどの ように関与して い た
の か を検討 した｡
4 . 対象家族に対する倫理的配慮
対象家族には , 研究 の 趣旨に つ い て 説明するととも
に , 協力の可否による不利益が生 じな い こ と , 途中中断
の 自由, 匿名性の保障に つ い て説明し, 承諾を得た｡
5 . 真実性 (credibility) の確保
筆者自ら家族員の 生活の 場で長期間 一 貫 して 関わる こ
とによ っ て , 家族員の 言動か らケ アカに関わる認識およ
び行動を可能な限り詳細か つ 家族員の立場で捉えられる
よう努めた ｡ 対象家族の 担当保健師には , 筆者の初回と
最終訪問時の 同行の 依頼, お よび援助期間中はそ の つ ど
実施 した援助内容を提示するこ とによ っ て , 筆者 の援助
と家族の 変化との 関連性の 確認を求めた ｡ また, 研究過
程を定期的に指導教員に提示し, 研究 の厳密さおよび分
析過程 で産出したデ ー タ の 信頼性の確保に努めた｡
Ⅴ . 結 果
1 . 家族のケアカの高まり
3家族の抽出された援助場面は総数98場面で , 家族員
の ケ アカに関連する認識および行動の デ ー タ は合計377
件抽出された ｡ こ れ らは, 同質の 内容から55の 中分類か
らなる26の大分類を得 , さ らに家族の ケ ア カの高まりと
して ≪健康生活を維持 ･ 獲得して い く力≫, 《児 ･ 要介護
者の健康問題に対処 して い く力≫, 《家族員間の協力関係
を築 い て いく力≫, 《外部資源を活用して いく力≫ と いう
4 つ の 項目に分類整理するこ とが で きた ( 表2)｡
表2 家族の ケ アカの 高まりの 内容
項目 家族員 の認識 お よび 行動の 内容 (大分類) 家族名
健
康
坐
宿
悶
て
●
しヽ
く
力
自己の 健康生 活 へ の 関心 一 理解 A , B , C
自己の 健 衆生 活の 維持 . 獲得 に向かう意 欲 A, B
自己の 健康生活 の維持 . 獲 得に向けた 取り組み . 工 夫 A , B , C
家族全体 の健 康生活 - の 関心 . 理解 A
,
C
家族の 健康生 活を促 す責任感 A
,
C
家族内他者の健康生 活を促 すた め の 取り組 み . 工 夫 A ,■C
家族内他者 の 内面 - の 関心 . 理解 A
脂 児 , 要介護者の健康 問題 - の 関心 . 理解 A
,
B
,
C
児 . 要介護者の健康 問題 へ の 対処意欲 . 責任感 A , B , C
児 . 要介護者の健康問題の改善に向けた取り組み . 工 夫 A , B , C
児 へ の 愛着 . 愛情 A
要介護者の 内面 へ の 関心 . 理 解 B , C
介護の 肯定感 B
,
C
衣
壁
至芸
家族関係の 洞察 A
,
B
,
C
自己と家族内他者と の位置 関係 の 調整 A
協力関係を発展させ て い く志 向 A
家族内他者の 受容 A
,
B
,
C
家族員 間の 協力関係 を発展 させ て い く働きかけ A
,
B
,
C
家族の 協力関係の 確信 A
,
ち
,
C
外
那
餐
源
活 を
用
し
て
い
く
力
サ ー ビス 利用 に対す る関心 . 理解 A
,
B
,
C
サ ー ビ ス 利用 . 継続お よ びそ れ に かかわる 行動 A
,
B
,
C
サ ー ビ ス 利用の 意義の 確信 A
,
B
,
C
外 部支援 者からの 支 えの 意識化 A , B
地域 の 人 々 との 交流 へ の 関心 A
,
B
,
C
地域 の 人々 との 交流の 継続 . 広が り A
,
B
,
C
地域 の 人々 との 交流の 意味づ け A
,
B
,
C
以下 , まず, A家族の結果を用 い て 項目 ごとに家族の
ケ アカの 高まりの 内容を説明し, 次 い で 3家族の 分析結
果を統合し項目間の 関連に つ い て 述 べ る ｡ なお , 文中の
《 ≫ は家族の ケ アカ の 高まりの 項目 , < >は家族員
の 認識およ び行動の 内容 (大分類) を示す(表2参照)｡
(1) 項目ごとの家族のケアカの高まりの内容
① 《健康生活を維持 ･ 獲得 して い く力≫ の 高まり
全く自己の健康に無関心で あ っ た父親には, 血 圧測
定な どをとお して まず< 自己の 健康生活 へ の 関心 ･ 理
解 >が み られ るように な っ た｡ そ れは , 初 め て 市 の
健診を受診する ようになるな ど< 自己の 健康生 活の
維持 ･ 獲得に向かう意欲 > <自己の 健康生活に向けた
取り組み ･ 工夫 >に つ なが っ た ｡ <自己の健康生活の
維持 ･ 獲得に向かう意欲 > の高まりは, さ らに < 自己
の 健康生活に向けた取り組み ･ 工夫 >を発展させ て い
た｡ 健診を受診 した父親は , その 結果か ら体脂肪が高
い こ とや , 高血圧 で ある こと を知り, そ れ は<自己の
健康生活 へ の 関心 ･ 理解 > をさ らに深め るもの とな っ
て い た｡ こ う した父親の 変化は , 母親の 変化と関連 し
あ っ て高ま っ て い た ｡ もともと家族の 健康を気遣 っ て
い た母親は, 筆者が父親の健康状態を話題にするこ と
で , < 家族全体の 健康生活 へ の 関心 ･ 理解 >
,
< 家族
の 健康生活を促す責任感> が深まり , そ れ は父親に健
診を促 したり,､父親の 気持ちを察しなが ら医療機関を
受診するよう働きかけ るようになるな ど< 家族内他者
の健康生活を促すため の 取り組み ･ 工 夫 > , < 家族内
他者の 内面 へ の 関心 ･ 理解 > に発展 した ｡
つ まり, こ の ような家族員の 自己の 健康生 活の 維
持 ･ 獲得に向かう認識お よ び行動と , 家族全体 と し
て の健康生活の推持 ･ 獲得に向かう認識および行動の
発展的変化の 様相を 《健康生活を維持 ･ 獲得 して い く
力≫ の 高まりと した｡
ま た, こ の ケ アカが高め られ る過程で は, 糖尿病
を抱える母親の < 自己の健康生活 へ の 関心 ･ 理解 > の
深まりから, 運動をかねて本児を連れて 公園にでかけ
るようにな っ たり, 野菜入りの 味噌汁を つ くるように
な っ たりと いう < 自己の健康生 活の 維持 ･ 獲得 の ため
の 取り組み >が , 児 の 生活リズ ム や偏食の 改善 へ の取
り組み になる こと に気づくな ど《児の 健康問題に対処
して いく力≫ を高める様相もみられた ｡
② 《児の健康問題に対処して いく力》 の 高まり
こ の ケ アカは, まず, ア ト ピ ー 性皮膚炎の 薬を嫌
がる本児の行動を, 母親が発達面から理解で きるよう
になるな ど<児 の健康問題 へ の 関心 ･ 理解 >がみ られ
るようにな っ た｡ そ れが本児の わかる言葉で 納得させ
て 薬を つ けるようになると い う <児 の健康問題の 改善
に向けた取り組み> や , 児 の 状態をよくする こと は親
の 役目だと思うようになる など <児 の健康問題 へ の 対
処意欲 ･ 責任感> に つ なが っ て い た｡ こ の <児 の 健康
問題 へ の対処意欲 ･ 責任感> は, さ らに < 児の健康問
題の 改善に向けた取り組み ･ 工夫 > を継続 ･ 拡大させ
て い た ｡ こ れ は , < 児 へ の 愛情 ･ 愛着 > に つ ながり ,
そ れ は再 び < 児の 健康問題 へ の 対処意欲 ･ 責任感> ,
<児 の 健康問題の 改善に向けた取り組み ･ 工 夫 > に
フ ィ
ー ドバ ッ ク されるもの であ っ た｡
また , 母親 の <児 の健康問題の 改善に向けた取り組
み > の継続は , 児自身が薬の必要性を理解で きるよう
になると いう変化をもたらした｡
つ まり, こ の ような家族員お よび児自身の児の 健康
問題 へ の対処に向かう認識およ び行動の発展的変化の
様相を 《児の健康問題 に対処して いく力》 の 高まりと
した ｡
ま た , こ の ケ ア カが 高め られる過程で は, 母親 の
< 児 の 健康問題 へ の 関心 ･ 理解 > が , 児 の 健康問題
に家族員の 関わりや家族関係が 影響を及ぼ して い る
こ と を見 つ める と い う < 家族関係 の 洞察 > をもた ら
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したり, 同様 に <児 の 健康問題 へ の 関心 ･ 理解 > が ,
< サ ー ビ ス利用に対する理解> や , < 地域の 人 々 と の
交流 へ の 関心> をもたらすな ど, ≪家族員間の協力関
係を築 い て い く力》 と 《外部資源 を活用 して い く力≫
を高める様相がみ られた ｡
③ 《家族員間の 協力関係を築 い て い く力≫ の 高まり
こ の ケ ア カは , 前述 の よう に母親が 《児の 健康問
題に対処して い く力≫ の <児 の健康問題 へ の 関心 ･ 理
解 > を深め る過程で み られ た < 家族関係の 洞察 > か
ら発展して い っ た｡ 母親 の < 家族関係の 洞察> は , 父
親や祖母と の <協力関係を発展させて い く志向>をも
た らし, 父親に本児の 生活リズ ム の 改善 へ の協力を求
めるようになる, 祖母に幼稚園入園に向けた相談 をす
るようになるな ど< 自己と家族内他者との位置関係の
調整> や< 協力関係を発展させ て いく働きかけ> に発
展した ｡ そ れ によ っ て , 母親の 父親や祖母との 関わり
方に変化がみ られるようになり, 母親か らは父親や祖
母の 思 い や果た して い る役割を認め るな ど<家族内他
者の 受容> の認識がみ られるようにな っ た｡ 母親 の 変
化に伴 い , 祖母や父親にも母親の 努力を認めるよう に
なる, 母親に協力姿勢を示すようになると いう変化が
あ っ た｡ 母親は父親や祖母の 変化を確認で きると , 自
分 の家族は協力 しあえる の だと<家族の協力関係の確
信>をもたら した ｡ そ れ は 《児の健康問題に対処して
い く力≫ の <児 の 健康問題 へ の 対処意欲 ･ 責任感> に
フ ィ ー ドバ ッ クされた ｡
つ まり, 家族員の 他の 家族員との 関係を協力関係 に
向けて発展させ て い こうとする認識お よび行動の変化
の 様相を, 《家族員間の協力関係を築 い て い く力≫ の
高まりと した ｡
④ 《外部資源を活用して い く力≫ の高まり
こ の ケ ア カ の 高まりも 《家族員間の 協力関係 を築
い て い く力≫ の 高まりと同様 に, 《児の健康問題に対
処 して いく力≫ の < 児 の健康問題 へ の 関心 ･ 理解 >か
ら発展 したもの である｡ そ れは, 母親に中断して い た
乳幼児 フ ォ ロ ー 教室 へ の関心が再びみられるよう にな
ると いう < サ ー ビス 利用に対する関心 ･ 理解 >と , 近
隣 の 子育て 家族と幼稚園 に向けた情報交換 をするよ
うになるな ど<地域の 人 々 と の 交流 へ の 関心 >に つ な
が っ た｡ そ して , そ れ らは< サ ー ビス利用の 意義の確
信> <外部支援者か らの 支えの 意識化> や , < 地域 の
人々 と の交流の 意味づ け> に発展した｡ < 外部支援者
から の支えの 意識化>や < 地域の 人々 と の交流の 意味
づ け >は , 母親に安心感をもたら し, そ れは 《児の健
康問題 に対処して い く力≫ の <対処意欲 ･ 責任感>や
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< 改善に向けた取り組み > に フ ィ ー ド バ ッ ク されるも
の とな っ て い た｡
つ まり, 家族貞の児の健康問題 へ の対処および家族
の健康生活の 維持 ･ 獲得 の ため に外部資源を活用して
い こうとする認識およ び行動の 変化の様相を, 《外部
資源を活用して いく力≫ の高まりと した ｡
(2) 家族のケアカの項目間の関連
A 家族の ケ アカは, 項 目ごと の 家族員の 認識および行
動の 発展的変化の様相から, 項目間が互 い に関連しあ っ
て高ま っ て い く こ とが確認で きた ｡
介護に取り組むB家族, C家族に つ い て も同様の 分析
を行 っ た結果, 家族によ っ て項目 ごと の 家族員の 認識や
行動の 内容や現れ方に違 い はみ られ たもの の , 家族の ケ
アカの 高まりの起点とな っ た家族員の 認識および行動と
項目間の 関連性には, A家族と共通の結果が確認で きた｡
つ まり,《健康生活を嘩持 . 獲得 して い く力≫と ,《児 ･
要介護者の 健康問題に対処 して い く力》 は, まず<関
jLl ･ 理 解 > が 深まり, そ れが < 意欲 ･ 責任感 >や < 取
り組み ･ 工夫 > に つ なが っ て発展し て い っ た ｡ < 取り組
み ･ 工夫 > の発展は, 再 び<関心 ･ 理解>を深め るもの
とな っ た ｡ 《健康生活を維持 ･ 獲得 して いく力≫と 《児 ･
要介護者の 健康問題に対処 して い く力≫ の < 関心 ･ 理
解 > は, 《家族員間の協力関係 を築 い て いく力≫や 《外部
資源を活用 して い く力》 の家族員の 認識及び行動に つ な
がり, そ れ らを発展させ て い く基とな っ て い た｡ 《家妖
月間の 協力関係を築 い て いく力≫ と 《外部資源を活用し
て いく力≫ の高まりと して 現れた家族員の 認識は, 《健
康生活を維持 ･ 獲得 して いく力≫ や 《児 ･ 要介護者の 健
康問題に対処 して いく力≫ に フ ィ ー ド バ ッ ク し, そ れ ら
をさらに高め て い た ｡
こ れ らか ら, 4項目 の ケ アカ は, 項目間が関連性と循
環性をも っ て 高められ て い た こ とが確認でき, 図1の よ
うに示すこ とが で きた｡ なお , 図中の 楕円は家族員の 認
識, 四角は家族員の行動を示す｡
図1 家族の ケ ア カの 高まり
2 . 家族のケアカの高まりに影響を及ぼした看護援助
家族の ケ アカ の 高まり に影響を及 ぼ したと考えられ
た援助行為を, 家族員の 認識および行動の 大分類ごとに
統合 ･ 整理 したと こ ろ , 29の援助行為が得られ た｡ そ れ
らはそ の性質か ら 【共に歩む姿勢】, 【受容 ･ 共感】, 【洞
察の促進】, 【支持 ･ 意味 づ け】, 【情報 ･ 知識 ･ 教育 の提
供】, 【家族内他者 へ の 専心の促進】, 【家族員間の 相互作
用の促進】, 【外部資源の 活用の促進】 の 8項目に分類で
きた (表3)｡
表3 家族のケ アカの 高まりに影響を及ぼ した看護援助
援助項 目 援助行為 (統合 . 整理さ れた もの)
共 に歩 む
姿勢
共 に悩み 考 える , 共 に喜 ぶ な ど共に 歩む姿勢 を示す
家族の 健康生活 を支援 する 立場 を示す
助力の 意 を示す
受容 .
共感
理解 . 共感 を示す
家族員の 意 向を認 める
家族員の 気持ち を受 け止 め る . 労 う
洞察 の
促進
傾聴 し, 語り を促す
家族員の 気がかりとな つ て い る事柄 に 関心 を向け, 問 い 返す
看護職者が関心 を向けて もらい た い 事柄 に つ い て 問 い かける
支持 .
意味づ け
要介護者の 保持能力 を捉 え, 評価す る
家族員の 言動を意味 づ けて伝 える
対処状況や それ に向かう姿勢 を支持 . 評価 する
情報 . 知
識 . 教育
の 提 供
知識 . 情報 . 技術の 提供, モ デ ル を示す
無理なく取り組め る方法の 提案
先の 見通しを示す
看 護職者の 考 えや判断 を伝 える
家族内他者へ
の専心の促進
他の 家族員 へ の 関心 . 理解 を促す
家族の ことを思う気持 ちを支持す る
家族員間
の 相互作
用の 促進
家族員が 同席の 場 で援助 を行う . 互 い の 思 い が表出で きる
場の 提供
家族員間の 意向や思 い の相違 を筆者 の 言葉で 言語化す る
家族内の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を促す
家族内の 情報の 共有化 をは かる
家族員が果 たせ る役割 を提示す る
家族員の 果た して い る役割 を捉 え, 伝 える
外部資源
の 活用め
促進
サ ー ビス 利用を促す .
サ ー ビス の 利用効果を確認する , 筆者の 捉えた 効果を伝える
関係職種 との 関係調整
家族員以外の 人 々と の交流 関係 を捉 え, 支持する
3 . 家族のケアカの高まりと援助との関連
【共に歩む姿勢】 は, A家族の 祖母や 父親 の よう に,
当初保健師は本児と母親の ために訪問して い るもの と認
識して い る家族員に対 し,
"
家族の 健康生 活を支援する
立場 で ある こ と を伝える
"
と い うもの と , 家族員が あ
きらめ て い る, うまくで きな い状況にお い て
``
共 に悩み
考える
'' "
助力の 意を示す
"
と い うもの があ っ た ｡ ･ こ れ
によ っ て 家族員には, こ れまで無関心で あ っ た健康生活
や児 ･ 要介護者の健康問題に関心がみ られ るようにな っ
たり, あきらめずに再びや っ て みようと い う意欲や工 夫
がみ られるようにな っ た｡ つ まり, 家族員の < 関心 ･ 理
解 > , < 意欲 ･ 責任感> , < 取り組み ･ 工夫 >を促進 し
て い た ｡
【受容 ･ 共感】 と 【洞察の 促進】 は, 組み合わせ て 行
われる ことが多くみ られた ｡ こ れ らは, 家族員が安心し
て 自己の 内面を語る状況を つ くりだ し, その語りによ っ
て 家族員は現実と自己と の 関係を見 つ め, 洞察を深め
て い た ｡ そ し て自分自身が行為の 主体者である ことを認
識 し, 状況に向かう意欲をもた らして い た｡ つ まり, こ
れ ら の援助は , 主 に家族員の健康生活や児 ･ 要介護者の
健康問題に対処して いく < 関心 ･ 理解> や<意欲 ･ 責任
感>を促進 して い た ｡
【支持 ･ 意味 づ け】 は, 家族員に自分 の 能力や考え,
行動に自信や確信 をもたら し, そ れ が家族員の < 意欲 ･
責任感> や <取り組み ･ 工夫 > <家族員間の協力関係を
発展させ て いく働きか け> な どの対処行動を継続 ･ 促進
して い た｡
【情報 ･ 知識 ･ 教育の 提供】 は, 家族員の健康生活や
ケ アを必要とする家族員の 健康問題に対する< 関心 ･ 理
解 > , < 取り組み ･ 工 夫 > を促進して い た｡ また , 無理
なく取り組め る方法を提案したり, 先 の見通 しを示した
りする援助は, 家族員が どの ように対処 して い けばよ い
かわか らな い 状況にお い て 実施して おり, それ によ っ て
家族員は具体的な対処や先の イ メ ー ジが で きるようにな
り, 不安が解消され , 意欲がもた らされ て い た｡ つ まり
< 意欲 ･ 責任感>を促進する効果もあるこ とが確認で き
た ｡
【家族内他者 へ の専心の促進】 は, 家族員か ら表出さ
れる他の 家族員を思う気持ちを支持したり, 他 の家族員
が心配して い る こ とを看護職者の 言葉で伝え, 他 の 家族
員 へ の 関心 ･ 理解 を促そうと したりする援助で あ っ､た｡
こ の 援助は, 家族貞の他の家族員に関わ る認識および行
動に関連して おり, 4項目す べ て の ケ アカ の高まりを促
進するもの であ っ た ｡
【家族員間の 相互作用の促進】 は, 家族員が互 い の 意
向や気持ちを伝える場や機会を提供し, 相互理解や役割
分担を促進して おり, 《家族員間の協力関係を築 い て い
く力≫ を促す中心的な援助で あ っ た ｡ また, 要介護者と
介護者の 相互作用を促進する援助は, 相手 の気持ちや意
向の 理解を促し, そ れはそれぞれ の < 対処意欲> や < 取
り組み >を促進して い た ｡
【外部資源の 活用の促進】 は,
"
サ ー ビ ス利用を促す
''
,
"
.
地域 の 人々 と の 交流状況を捉え, そ の交流を支持する
"
な どで , 外部資源を活用 して い く力の 高まりを促進する
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中心的な援助で あ っ た ｡ ま た , こ の援助は , 家族員に周
囲から の 支えがあると いう安心感をもた らし, そ れ は健
康生活や児 ･ 要介護者の健康問題に対する< 意欲 ･ 責任
感> , < 取り組み ･ 工夫 >を促進して い た ｡
こ れ ら8項目の 性質からなる援助行為は, 家族員の状
況に応 じて , 組み合わせ たり繰り返したりし て駆使 して
い た ｡ そ れ によ っ て家族員の 認識や行動に発展的変化を
もた らして い た｡
Ⅵ . 考 察
1 . 家族のケアカの高まりの特徴
個々 の家族員の 認識およ び行動の発展的変化から見出
され た4項目 の 家族の ケ アカ の高まり, すなわち 《健康
生活を維持 ･ 獲得 して い く力≫, 《児 ･ 要介護者の健康問
題に対処 して い く力》, 《家族員間の協力関係を築 い て い
く力≫, 《外部資源を活用して いく力≫ は, 島内ら の
14) 衣
族が健康生活をおくる能力と して の ｢家族生活力量｣の
3 つ の要素と整合性がみ られ, 育児や介護に取り組む家
族にと っ て 必要な力が高め られたと い える ｡ こ れ ら4項
目 の ケ アカは , 関連性と循環性をも っ て 高められ て い く
こ とが確認できた ｡ こ の高まりの特徴は , 次の ように述
べ る こ とが でき-る . 個 々 の家族員の健康生活を維持 ･ 獲
得 して い く力や , 児 ･ 要介護者の健康問題 に対処して い
く力は , 家族員間の相互作用, ま た家族員以外の 外部支
援者や地域住民との 相互作用によ っ て 高められ て い く｡
そ の相互作用か ら生み出される家族員間の協力関係, 衣
族と外部資源との 肯定的な関係が家族全体と して の 機能
の高まりとなる ｡ そ し て家族員が自分の家族が協力しあ
える ことや周囲の 人々 から支えられ て い る こ とを意識化
で きると , それ は安心感をもたら し, そ の 家族員の 意欲
や対処行動に還元され , 家族 の なか で 自分の 力が発揮で
きる状況になると考えられる ｡
こ の ような個々 の 家族員と家族全体と して の 機能の 関
係を島内は15), 全体 の家族 シス テ ム にお ける個人 へ の 視
点と して , 個 々 の 家族員の欲求構造 , 精神力動, 価値椀
が独自性 を持ちなが ら調整や統合をはかり, 生活集団と
して家族が成立して い ると し, 個人の ありようを捉える
こと の 重要性を述 べ て い る ｡ つ まり , 社会的な存在であ
る人間個人の 力の 高まりは, 他者と の 関係の なか で高め
られると いう局面を内包 して おり , 個 々 の家族員の 力を
促す援助 を行うこと で , こ れ ら の 人間によ っ て構成され
る家族全体の 力の 高まりに つ ながると い える ｡ こ の こ と
は , 家族員間の 関係性, 家族と周囲の 人々 と の 関係性を
捉えながら , 個 々 の 家族員に働きかける援助の 重要性を
支持するもの である ｡
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また, 家族 の ケ ア カ の 高まりに は, 家族員の 他の 家族
員を心配し気遣う･気持ちが大きく関与 して い る こ とがわ
か っ た ｡ メ イ ヤ ロ フ は
16)は
, 他の 家族員 を思う気持ち
や関心を ｢専心｣と して , ケ ア にと っ て 本質的なもの と
述 べ て い る ｡ こ の ような家族員の家族内他者を思う感情
は, 家族と い う特有の 関係にある者がもともと有して い
るも の とされ て い る17)が , 普段は家族の なか で なかな
か表現されなか っ たり , 家族員自身もあまり意識して い
な い と思われる ｡ よ っ て , こ の ような感情を表出させ ,
支持 ･ 強化する こ とが重要と考える ｡
さ らに, 家族 の ケ ア カが高め られる過程では, 健康に
無関心で あ っ た家族員や , な んらか の 疾患を抱えなが ら
も育児や介護に取り組む家族員が , 自己の健康生活 へ の
関心を高め, 健康生 活の 維持 ･ 獲得に向けた予防行動が
もた らされる ことが確認で きた ｡ また, 介護家族で は,
主介護者の 介護状況をそ の 子どもがみ て 介護 へ の 関心
を高めたり, 高齢者 へ の 接し方を学んだりと, ケ アを必
要とする家族員を支える ことが世代を超えて 受け継がれ
て いく家族の価値を育て る ことが確認された ｡ こ の こ と
は, 家族の ケアカ を高める支援が , 新たに生 じる可能性
の ある健康問題に対処する力を高め るとともに, 世代間
に渡る家族の ケ ア機能を高めると い う長期的に予防意義
の 高 い もの となる こと を確認する こと とな っ た ｡
2 . 家族のケアカを高める看護援助
本研究結果より, 家族 の ケ アカ の 高まりと家族の ケ
アカを高める看護援助の 関係は図2の ように示すことが
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図 2 家族の ケ ア カ の 高まりと家族の ケ ア カを高める
看護援助の 関係
できた ｡ 家族 の ケ ア カの 高まりに影響を及ぼ した援助行
為 【共に歩む姿勢】, 【受容 ･ 共感】, 【洞察の促進】, 【支
持 ･ 意味 づ け】, 【情報 ･ 知識 ･ 教育の 提供】, 【家族内他
者 へ の 専心の促進】, 【家族員間の 相互作用の促進】, 【外
部資源の 活用の促進】 は , 家族の ケ アカ の高まりとの 関
連か ら, 1) ケ アを発揮する基となる家族員の認識を深
め , 2) 家族員の対処行動を維持 ･ 促進 し, 3) 家族員
の ケ アカが発揮で きる状況を整える援助で あ っ たと いう
ことが で きた｡ つ まり, こ れ ら3 つ の看護援助を提供する
ことによ っ て , 家族 のケ アカは高められると考えられた ｡
以下3 つ の 家族の ケアカを高める看護援助に つ い て t
家族の ケ アカと の 関係を踏まえて 述 べ る｡
1) ケ アカを発揮する基となる家族員の認識を深める
家族の ケ ア カ の 高まりは, 家族員の 自己お よび家族
全体の 健康生活や児 ･ 要介護者の 健康問題に対する< 関
心 ･ 理解 > が起点とな っ て い た ｡ そ し て そ れ に伴 い 高
め られた < 意欲 ･ 責任感> は, さ らに対処行動を継続 ･
促進するもの で あ っ た ｡ つ まり, 家族員の < 関心 ･ 理
解 > , < 意欲 ･ 責任感 > と い う認識を深め る こ と は,
ケ ア カを発揮する基を作り出す こ とで あると い える｡
Wrightらが 開発 した カ ル ガリ ー 家族看護介入モ デ ル に
お い ても18), 家族が自ら問題に認識する こと , つ まり見
て い て も意識されなか っ た こ と に気づくこ とを重視 して
おり, そ れ によ っ て新 し い 解決の 可能性が見い だせ ると
し て い る ｡
その ため には, 関心の 対象と なるもの に つ い て 問 い か
け, 自己の考えや気持ちを表出させ , 洞察を促す, 理解
に必要な情報 ･ 知識 ･ 教育を家族の ペ ー ス にあわせ て 提
供する, 家族員の 考えや気づきを支持 ･ 意味 づ けする援
助が重要と考える ｡
2) 家族員の 対処行動を維持 ･ 促進する
家族員 の 自己お よび家族全体の 健康生 活や児 ･ 要介
護者の 健康問題 に対する< 関心 ･ 理解 > , < 意欲 ･ 責
任感> は, 健康生活を維持 ･ 獲得や, 児 ･ 要介護者の 健
康問題の改善 ･ 解決の ため の <取り組み ･ 工夫 > に つ な
がり発展する ｡ 看護職者は, 家族員にみられる < 取り組
み >が , 好まし い 方法や選択で行える , 状況に応じ て工
夫で きるよう促し, それ が継続で きるよう支える こ とが
必要と考える ｡ そ の ためには, 家族員の対処状況に常に
関心を向け , 対処に必要 引青報 ･ 知識 ･ 教育の 提供とと
もに , 家族員の 対処を支持 ･ 意味 づ けする ことが重要と
考える ｡ そ れ によ っ て家族員は, 自己の対処に確信と自
信を得て , 対処を継続して い けると考える ｡
3) 家族員の ケ アカが発揮できる状況を整える
個々 の 家族員の ケ アカ は, 家族 の な か で 十分 に発揮
で きなければ , そ れ はな い に等 し い こ と で ある ｡ 対象事
例で ある A 家族の 父親は, 日常的に児 へ の 関わりがあ っ
たが , 母親は父親 に子育て に つ い て 相談する こ と はな
く, 父親 の 本児 - の 関わりは , 母親にと っ て 自分の 子育
て の意向に反するもの と して 受け止め られ て い た ｡ 祖母
も孫を常に気がかりにし て い たが , あえ て無関心を装 っ
て い た ｡ こ れ は個 々 の家族員の ケ アカが潜在 して い る に
もかかわらず, そ れぞ れ の力が家族の なか でうまく発揮
されて い な い 状況である｡ しか し, 母親に父親や祖母と
の 関係を協力関係に変えて い こうと い う志向が もたらさ
れ ると, そ れが父親や祖母にも影響 し, 家族員間の協力
関係が発展 して い っ た ｡ そ して , 母親は発展 した家族関
係を意識化する こと で , 自己の対処意欲を示 した｡ つ ま
り 一 人の家族員の 変化か ら家族の 関係性は発展 し, 家族
関係が協力関係 に変化した こ とを家族員が意識化する こ
と で , そ の 家族員は家族のなか で 力を発揮で きる状況に
なると い える ｡ 鈴木ら19)は, - 単位 と し て の 家族に対
する看護職の役割は, 問題解決の ため に個々 の家族成員
が より望ま し い相互作用を生 み出すよう援助するこ とと
し, 家族内部の相互作用の 触媒役を果たすこ と で あると
述 べ て い る ｡ そ の ため の 援助は, 看護職者が個々 の家族
員の 思 い や考えを受け止めながら, 家族員が自己の思 い
や考えを他の家族具に表出で きる場 を提供し, 相互理解
を促すこ とが必要と考える｡ そして , 家族関係の肯定的
な変化を捉えて評価を与え, 家族員が自分の 家族は協力
できる関係にあるの だと意識化で きるよう促すこ とが重
要で ある ｡
また, 家族員は外部支援者との 関わりや地域の人々 と
の交流をとお して , 周囲 の支えを実感できるようになる
こ とによ っ て も, そ の 安心感から意欲をもたら し, 力を
発揮する ことが確認できた｡ つ まり , 外部資源の活用を
促 し, 家族の 支援体制を整える援助も, 家族貞が力を発
揮で きる状況を整える援助と して 重要と考える｡
Ⅶ . 結 語
本研究は , 筆者が保健師の 立場で 7 - 9 ケ月間継続 し
て援助を行 っ たなか で得られたデ ー タ に基 づくもの で あ
る ｡ こ の ようにし て得られたデ ー タ は, 家族員と の 関係
を築き, さ らに生活の場や家族員間の 交流状況を直接観
察 し感 じる こと によ っ て捉えたもの である｡ それによ っ
て , ア ン ケ ー ト調査や単発的なイ ンタ ビ ュ ー な ど で得
られにく い 家族の 複雑な様相を明らか にする こ とが で き
た ｡
家族 の ケ ア カは , ｢ 健康生 活を維持 ･ 獲得 し て い く
力｣, ｢児･ 要介護者の健康問題に対処して いく力｣, ｢家
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族貞間の 協力関係を築 い て い く力｣, ｢外部資源を活用し
て い く力｣ の 4項目に整理され , こ れ らは関連性と循環
性をも っ て高められて い た ｡
家族 の ケ ア カを高め るため には, ｢ケ アカを発揮する
基と なる家族員の 認識を促す援助｣, ｢家族員の対処行動
を維持 ･ 促進する援助｣, ｢家族員の ケアカが発揮 できる
状況を整える援助｣ が必要と考えられた ｡ そ して , そ れ
らの 看護援助は , 家族を構成する家族員全員を援助の 対
象と し, 【共に歩む姿勢】, 【受容 ･ 共感】, 【洞察の 促進】,
【支持 ･ 意味 づ け】, 【情報 ･ 知識 ･ 教育 の提供】, 【家族
内他者 へ の専心の 促進】, 【家族員間の相互作用の 促進】,
【外部資源の 活用の促進】 と い う性質をも つ 援助行為を,
家族員の状況に応 じて 駆使するこ とによ っ て 成し得るも
の と いえる｡
( 本論文は , 千葉大学大学院看護学研究科にお ける博士
論文の 一 部 を加筆 ･ 修 正 したもの で ある ｡)
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